
　一戸町は、岩手県内陸北部に位置し、北上山地と
奥羽山脈に囲まれ、西岳（標高1,018m）を頂点に
丘陵地が続く、高原の町です。

　御所野遺跡は縄文時代中期（約5,000年前）の遺
跡で、配石遺構を中心に約77,000㎡の台地ほぼ全
面に500棟以上の竪穴建物跡が発見されている大
規模なムラの跡です。縄文時代の社会構造を知るう
えで貴重な遺跡として全面保存し、整備、復元が行
われ、2002年に「御所野縄文公園」としてオープ
ンしました。
　2021年７月には「北海道・北東北の縄文遺跡
群」の構成資産（北海道、青森県、秋田県、岩手県
の４道県に点在する17遺跡で構成）の一つとして
世界遺産に登録され、多くの観光客が訪れます。

岩手県二戸郡一戸町
　自然豊かな「奥中山高原・高森高原」は、レタス
やトウモロコシなど高原野菜の生産が盛んです。高
原で育った乳牛のミルクからチーズやヨーグルト、
アイス等の乳製品も作られ、町内に点在する産直市
場にはワクワクする食材が並んでいます。

　「一戸町観光天文台」での煌めく星空散歩、「奥
中山高原スキー場」、「奥中山高原温泉」、「県立児童
館いわて子どもの森」など、大人から子どもまで楽
しめる魅力が詰まった観光スポットも多くあります。
　町内には江戸時代に整備された五街道の一つとし
て有名な奥州街道跡が残っており、「川底一里塚」
を筆頭に景観がよく保たれ、街道ウオーキングツ
アーなどで親しまれています。
　歴史ロマン溢れる一戸町にぜひお越しください。

お問合せ先：一戸町商工観光課　Tel.0195-33-4855

  西岳に広がる「奥中山高原スキー場」 冷涼な気候が育んだ高原野菜

  往事のたたずまいを残す奥州街道「川底一里塚」

  世界遺産「御所野遺跡」

国有林野の所在している市町村は、自然豊かで、おいしい食べ物や名産品も多くあります。その魅力をふんだんに
紹介しています。

岩手北部森林管理署

より詳しい
市町村の魅力はこちらから→
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　朝日町は、山形県の中央部に位置し、磐梯朝日国
立公園の主峰・大朝日岳の東縁山麓地域にありま
す。最上川が町域の南北を約21㎞にわたって蛇行
北流し、国立公園をはじめとする原生林野が町土の
73％ほどを占める、自然環境の豊かな町です。

　朝日町は、世界で唯一の空気を祭る「空気神社」
のある町です。「空気神社」は、ブナ林の中にある
５ｍ四方のステンレス鏡板が、周囲を映しこむこと
によって空気を表現しています。本殿は、深さ３ｍ
の部分にあり、四季を表す４本の柱から成る鳥居に
囲まれた地下空間です。本殿内では、１年を表す12
個の素焼き瓶に、きれいな空気を祭っています。春
の芽吹きから秋の紅葉が終わるまで、四季の移り変
わりによってそれぞれの姿を楽しむことができます。

山形森林管理署

山形県西村山郡朝日町
　町の特産物はりんごとワインであり、りんごは袋
をかけずに栽培する「無袋ふじ」の栽培方法を日本
で初めて確立しました。「無袋ふじ」は太陽の光を
浴び、蜜が入った美味しいりんごです。ワインは、
「良いぶどうがなければ、良いワインは生まれない」
を合言葉に、高品質のぶどうの良さを最大限に生か
したワインづくりを行っており、毎年各種コンクー
ルで賞を受賞するなど高評価をいただいています。

　また、「つなぐ棚田遺産」に認定された「椹平の
棚田」に隣接する一本松公園では、町の花である
「ヒメサユリ」が初夏に見頃を迎えます。この公園
からは、扇形に広がる椹平の棚田の全容を眺めるこ
とができます。季節ごとに移り変わる水田の姿を楽
しみつつ、大朝日岳などの山並みや眼下に広がる最
上川など、美しい風景に出会えます。

国有林野の所在している市町村は、自然豊かで、おいしい食べ物や名産品も多くあります。その魅力をふんだんに
紹介しています。

大朝日岳

椹平の棚田とヒメサユリ

無袋ふじ

空気神社

お問合せ先：朝日町総合産業課　Tel:0237-67-2113
より詳しい
市町村の魅力はこちらから→
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